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令和 5年度 工業科（ 機械技術専科 ） 

 

教科 工業 科目 原動機 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 工業 345「原動機」（実教出版） 

副教材等 原動機 演習ノート（実教出版） 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

原動機の基礎的な知識や技術の理解はもとより、社会のいろいろな場面での知識や技術を勉強し

ます。主に流体・内燃機関・自動車・蒸気機関・原子力といった装置の勉強・動力やエネルギーの

計算方法などを学んでいきます。これらの原動機の構造と機能に関する知識と技術を習得し、原動

機を有効に活用する能力と態度を学びましょう。 

 

2 学習の到達目標 

原動機の構造と機能に関する知識と技術を習得させ、原動機を有効に活用する能力と態度を育てる

ことを目標とする。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

原動機にかかわる基礎

的な知識や技術への関

心と、その習得に意欲

があり、合理的な生産

方法を企画し、実際に

活用しようとしてい

る。 

原動機にかかわるさま

ざまな事象やそれにか

かわる問題点を把握し

て分析し、それに対処

するために、これまで

に習得した知識や技術

などを活用するととも

に、そこで得た知識や

経験を基にした発表を

行うことができる。 

原動機にかかわる知

識や技術をいろいろ

な場面で活用できる。 

原動機の基礎的な知

識や技術の理解はも

とより、社会のいろい

ろな場面での問題解

決を試みることがで

きるようにそれらを

相互に関連させて理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

定期考査の結果、小テ

ストの結果 

質疑及び発問に対する

応答 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

演習や演習課題への取

り組み状況とその結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

演習や演習課題への

取り組み状況とその

結果 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

定期考査の結果、小テ

ストの結果 

質疑及び発問に対す

る応答 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

と
変
換 

 

 

第
２
章 

1．エネルギー利用の歴史 

2．こんにちのエネルギーと動

力 

3．エネルギーの現状と将来 

○ ○  ○ a: いろいろな流体・内燃機関

の利用例を把握させ、性質や力

学など流体・内燃機関の基礎に

係る事柄について、興味や関心

を持たせる。 

b: 現在利用されている主なエ

ネルギーと、それらを動力に変

換する上でのさまざまな問題

点、その対応、原動機の発達の

方向などについて把握させる。 

c: 流体・内燃機関の質を把握さ

せたのち、力学的な考えを理解

させ、流体・内燃機関の活用法

を把握させる。 

d: 人類の進歩に伴うエネルギ

ーの利用と原動機の発展の過

程を系統的に把握させ、いろい

ろなエネルギーと原動機の関

係や特徴を理解させる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

流
体
機
械 

1．流体機械のあらまし 

2．流体機械の基礎 

3．流体の計測 

4．ポンプ 

5．送風機・圧縮機と真空ポン

プ 

6．水車 

7．油圧装置と空気圧装置 

○  ○ ○ 

内
燃
機
関 

1．内燃機関のあらまし 

2．熱機関の基礎 

3．往復動機関の作動原理と

熱効率 

4．往復動機関の構造 

5．往復動機関の性能と運転 

6．ガスタービン 

○  ○ ○ 

後
期 

自
動
車 

1．自動車の発達と社会 

2．自動車の構造と性能 

○ ○  ○ a: 自動車・蒸気動力プラン

ト・冷凍機の基本的な構成を把

握させ、興味や関心を持たせ

る。 

b: 自動車の誕生と発達を概観

させたのち、社会が自動車に、

また自動車が社会に及ぼした

影響について把握させ、望まし

い自動車のあり方を考えさせ

る。 

c: 水蒸気の基本的な性質を把

握させ、また、さまざまな状態

の蒸気の状態量を蒸気表など

で定量的に把握できるように

させる。 

d: 蒸気タービンの原理、構造、

性能などを把握させ、各種の蒸

気タービンにおける蒸気の作

用などを理解させる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 
蒸
気
動
力
プ
ラ
ン
ト 

1．蒸気動力プラントのあらま

し 

2．水蒸気 

3．ボイラ 

4．原子炉 

5．蒸気タービン 

6．蒸気動力プラントの性能 

○  ○ ○ 

冷
凍
装
置 

1．冷凍のあらまし 

2．蒸気圧縮冷凍機 

3．吸収冷凍機 

○   ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


